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「
お
お
い
た
県
産
魚
の
日

」
運
営
委

員
会

（
山
上
誠
二
会
長

）
の
主
催

。

　
県
農
林
水
産
部
の
景
平
真
明
審
議
監

が

「
昨
年
度
は
生
産
量
８
５
９
㌧
の
約

４
割
が
こ
の
市
場
で
扱
わ
れ

、
県
民
に

も
広
く
浸
透
し
た

。
今
後
も
協
調
し
安

定
生
産
に
努
め
た
い

」
と
祝
辞
を
述
べ

た

。
次
い
で
県
漁
協
の
中
根
隆
文
組
合

長
が

「
『
味
よ
し
・
香
り
よ
し
・
見
た

目
よ
し

』
の
三
拍
子
が
そ
ろ
い

、
本
格

出
荷
が
始
ま
る

」
と
旬
入
り
を
宣
言

。

皆
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
唱
和
し

、
市
場
関

係
者
に
刺
身
が
振
る
舞
わ
れ
た

。

　
か
ぼ
す
ブ
リ
の
出
荷
量
は
年
々
増
加

し
て
い
る

。
海
水
温
が
低
下
す
る
こ
れ

か
ら
の
季
節

、
ほ
ど
よ
く
脂
が
乗
り

、

一
層
お
い
し
さ
が
増
し
て
い
く

。

　
県
特
産
の
カ
ボ
ス
を
餌
に
加
え
て
育
て
た

「
か
ぼ

す
ブ
リ

」
が
旬
を
迎
え
た

。
２
2
日
の
早
朝

、
大
分

市
豊
海
の
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
宣
言
式
が
あ
り

、

旬
の
到
来
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

。

（1）

　
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た

週
末

、
別
府
公
園
会
場
は
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
が
来
場
し
て

賑
わ

っ
た

。

　
１
６
日
に
は
開
会
式
が
行
わ

れ

、
実
行
委
員
会
の
会
長
を
務

め
る
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
は

「
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
も
落
ち

着
き

、
触
れ
合
い
の
機
会
が
持

て
た

。
生
産
者
を
激
励
し
て
は

し
い

」
と
挨
拶

。
長
野
恭
紘
別

府
市
長
の
歓
迎
挨
拶

、
来
賓

、

主
催
者
の
紹
介
に
次
い
で
テ
ー

プ
カ

ッ
ト
で
祭
典
の
幕
が
開
け

た

。
恒
例
の
餅
ま
き
は
行
わ
れ

な
か

っ
た

。

　
広
い
公
園
に
農
業
９
０

、
林

業
３
２

、
水
産
７
の
１
２
９
団

体
が
出
展
し
た

。
水
産
は
海
水

が
使
用
で
き
な
い

、
鮮
魚
販
売

が
難
し
い
等
の
制
約
が
多
く

、

４
支
店
と
３
支
店
女
性
部
の
即

売
コ
ー
ナ
ー
の
出
展
に
に
と
ど

ま

っ
た

。
コ
ロ
ナ
対
策
で
会
場

内
の
客
数
を
１
５
０
０
０
人
に

制
限
し

、
２
時
間
以
内
の
滞
在

を
呼
び
か
け
た
が

、
終
日
客
足

が
と
ぎ
れ
る
こ
と
は
な
く

、
多

く
の
店
舗
で
予
想
以
上
の
売
上

と
な

っ
た

。

　
水
産
部
門
で
は
令
和
元
年

、

２
年
と
２
年
続
き
の
台
風
に
よ

る
中
止
で
３
年
ぶ
り
開
催
が
別

府
公
園
で
の
合
同
開
催
と
な

っ

た

。
長
ら
く
続
い
た
亀
川
漁
港

で
の
開
催
を
ど
う
す
る
の
か
議

論
は
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が

、

別
府
公
園
で
も

、
や
り
方
次
第

で
は
多
く
の
来
客
に
水
産
業
を

ア
ピ
ー
ル
し
豊
か
な
水
産
物
を

届
け
る
こ
と
が
出
来
そ
う
だ

。

今
回
は
多
く
の
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
に
も

な

っ
た

。

http://www.jf-oita.or.jp/

別
府
公
園
で
初
の
合
同
開
催

魚類養殖業の振興を
県水産養殖協と県漁協

佐藤部長(左)に要望書を手交する戸高会長

　
要
望
内
容
は

、
①
ブ
リ
養
殖

用
種
苗
の
不
漁
対
策
と
し
て
人

工
種
苗
の
生
産
と
黒
潮
流
域
で

の
モ
ジ
ャ
コ
採
捕
を
可
能
と
す

る
制
度
改
正

。
②
小
規
模
生
産

者
の
経
営
安
定
対
策

。
③
ベ
テ

ラ
ン
技
術
者
の
活
用
に
よ
る
魚

病
対
策

。
④
協
議
会
活
動
へ
の

支
援
の
４
点

。
い
ず
れ
も
喫
緊

の
課
題
で
あ
り

、
県
の
迅
速
な

対
応
と
予
算
措
置
を
求
め
た

、

モ
ジ
ャ
コ
不
漁
対
策
等
を
知
事
に
要
望

　
県
水
産
養
殖
協
議
会
と
県
漁
協
は
６
日

、
県
庁
に

佐
藤
農
林
水
産
部
長
を
訪
ね

、
魚
類
養
殖
業
の
振
興

に
関
す
る
知
事
要
望
書
を
渡
し
意
見
を
交
換
し
た

。

　
令
和
３
年
度
大
分
県
農
林
水
産
祭
が
１
６
日

、
１

７
日
の
両
日

、
別
府
公
園
で
開
催
さ
れ
た

。
県
産
農

林
水
産
物
の
良
さ
や
農
山
漁
村
の
魅
力
を
広
く
発
信

し

、
生
産
者

、
県
民

、
関
係
団
体

、
行
政
が
一
体
と

な
り
消
費
を
盛
り
上
げ
る
目
的

。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
も
徹
底
さ
れ

、
農
林
部
門
と
水
産
部

門
が
同
一
会
場
行
わ
れ
る
初
の
試
み
と
な

っ
た

。

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

中根組合長
旬入り宣言

大分県農林水産祭 ２年ぶり 開催

「か
ぼ
す
ブ
リ
」
旬
入
り
を
宣
言
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は

、

「
無
事
故
の
達
成
を
祈
念

す
る
と
も
に

、
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
水
産
物
の
消
費
が
早
期
に
回

復
す
る
こ
と
を
期
待
す
る

。

」

な
ど
と
挨
拶
し
た

。

　
次
い
で

、
県
漁
協
杵
築
支
店

の
組
合
員
が

「
安
全
操
業
し
よ

ん
け
ん

、
杵
築
ん
鱧
食
べ
ち

ょ

く
れ

。

」
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
誓

し

、
大
分
海
保

、
県
及
び
県
漁

協
の
三
者
で
安
全
操
業
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
た

。

　
す
べ
て
の
組
合
員
の
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い
し

ま
す

。

つ
な
が
る
運
動
と
な
る
こ
と
を

希
望
す
る

。

」
県
農
林
水
産
部

長
代
理
の
高
野
漁
業
管
理
課
長

　
全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合

連
合
会

（
Ｊ
Ｆ
共
水
連

）
は

、

高
齢
化
す
る
組
合
員
の
介
護
保

障
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

、

１
０
月
か
ら
介
護
共
済
を
新
設

し
た

。

　
介
護
・
高
度
障
害
・
死
亡
に

つ
い
て
一
生
涯
に
わ
た
り
保
障

す
る
一
時
払
介
護
共
済

「
あ
し

す
と

」
と

、
三
大
疾
病
保
障
特

約
付
介
護
共
済

「
あ
し
す
と
ぷ

ら
す

」
の
２
種
類

。

「
あ
し
す

と

」
は

、
余
裕
資
産
を
活
用
し

簡
単
な
告
知
で
加
入
で
き

、
要

介
護
状
態
に
な

っ
た
場
合
に
生

じ
る
一
時
的
な
多
額
の
出
費
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
る

。
６
０

第
２
２
期
第
５
回

大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

国
留
保
枠
等
か
ら
追
加
配
分
に

よ
る
増
枠
が
行
わ
れ
た
際

、
海

区
委
へ
の
諮
問
を
経
ず
迅
速
に

知
事
管
理
区
分
に
追
加
配
分
す

る
方
法
に
変
更
し
よ
う
と
す
る

も
の

。
こ
れ
も
異
議
の
な
い
旨

答
申
す
る
こ
と
に
決
し
た

。

代
・
７
０
代
の
方
に
お
薦
め

。

「
あ
し
す
と
ぷ
ら
す

」
は

、
介

護
保
障
に
加
え
３
大
疾
病
に
も

備
え
る

。
充
実
し
た
保
障
を

、

年
・
月
払
の
お
手
軽
な
掛
金
で

加
入
で
き
る

、
２
０
代
～
５
０

代
の
方
に
お
薦
め

。

宣言する杵築支店組合員ら

　１日、杵築市の美濃崎漁港に
おいて漁船無事故「チャレンジ
１００」の宣誓式が行われ、１００
日間の海難事故防止の取組が
スタートした。

　
１
０
日

、
県
水
産
会
館
５
階

研
修
室
に
お
い
て

、
第
５
回
海

区
漁
調
委
が
開
催
さ
れ
た

。

　
第
１
号
議
案
で
は

「
知
事
許

可
漁
業
の
制
限
措
置
及
び
申
請

期
間
並
び
に
許
可
の
有
効
期
間

に
つ
い
て

」
諮
問
さ
れ
た

。

　
対
象
漁
業
は

、
中
型
ま
き
網

漁
業

（
宮
崎
県
及
び
愛
媛
県
漁

業
者

）
並
び
に
た
い
・
は
も
・

ふ
ぐ
は
え
縄
漁
業

（
愛
媛
県
漁

業
者

）
で

、
背
景
は
許
可
の
有

効
期
限
満
了
に
伴
う
も
の

。
各

連
調
委
に
お
け
る
相
互
入
会

（

入
漁

）
協
定
の
承
認
に
伴
い

、

海
区
委
の
意
見
を
聴
き
公
示
さ

れ
る

。
許
可
の
有
効
期
間
は

、

毎
年
調
整
上
の
確
認
を
行
う
こ

と
か
ら

、
原
則
５
年
間
を
１
年

に
短
縮
す
る
と
さ
れ
た

。
こ
れ

ら
に
つ
い
て

、
異
議
の
な
い
旨

答
申
す
る
こ
と
に
決
し
た

。

　
次
い
で
第
２
号
議
案
で
は

「
大
分
県
資
源
管
理
方
針
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

」
諮
問
さ
れ

た

。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
で
数
量
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
ま
あ
じ
中
型
・
小
型

ま
き
網
漁
業
及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ

漁
業
に
つ
い
て

、
漁
獲
量
が
漁

獲
可
能
量
を
超
え
そ
う
に
な
り

　
９
月
３
０
日

、
令
和
３
年
度

第
１
回
サ
ワ
ラ
瀬
戸
内
海
系
群

資
源
管
理
漁
業
者
協
議
会
が
ウ

エ
ブ
で
開
催
さ
れ
た

。
本
県
か

ら
は

、
漁
業
者
代
表
委
員
と
し

て
日
出
地
区
漁
業
運
営
委
員
の

北
野
和
貴
氏

、
漁
協
委
員
と
し

て
専
務
理
事
の
本
庄
が
県
水
産

（2）

サワラ漁業者協議会開催

前年の資源水準は中位、動向は増加

介
護
共
済
を
新
設
 

Ｊ
Ｆ
共
水
連

振
興
課
及
び
県
漁
協
漁
政
課
の

職
員
と
と
も
に
水
産
会
館
か
ら

参
加
し
た

。

　
議
事
で
は
関
係
府
県
が
春
漁

の
操
業
状
況
に
つ
い
て
報
告
し

水
産
研
究
・
教
育
機
構
が
前
年

度
の
資
源
評
価
に
つ
い
て
説
明

し
た

。
こ
れ
に
よ
る
と

、
２
０

２
０
年
の
資
源
量
は
１
万
２
０

ト
ン
と
推
定
さ
れ

、
資
源
水
準

は
高
位
に
近
い
中
位

、
動
向
は

増
加
と
判
断
さ
れ
た

。

　
次
い
で

、
今
後
の
広
域
資
源

管
理
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

し
た

。
主
な
質
疑

（
回
答

）
は

以
下
の
通
り

。

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
が
行
わ
れ
る
と

し
て

、
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
誰

が
管
理
す
る
の
か

。

（
瀬
戸
内

海
全
体
な
ら
農
水
大
臣

、
各
府

県
な
ら
各
知
事
と
な
る

。

）

・
水
研
機
構
の
説
明

、
特
に
当

歳
魚
の
加
入
量
の
推
計
が
理
解

で
き
な
い

。

（
ま
ず
は
地
元
水

試
に
相
談
し
て
ほ
し
い

。

）

・
は
な
つ
ぎ
網
の
漁
獲
上
限
を

撤
廃
し
た
ら
３
０
０
ト
ン
を
上

回
る
実
績
だ
が
対
応
は

。

（
資

源
に
影
響
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

れ
ば
対
応
す
る

。

）

　
大
分
海
上
保
安
部
管
理
課
の

工
藤
渉
外
官
は

、
過
去
５
年
間

の
海
難
事
故
２
４
５
件
の
う
ち

約
３
１
％
が
漁
船
の
事
故
と
指

摘

。
１
０
０
日
間
の
無
事
故
を

目
指
す
と
共
に

、
安
全
操
業
で

漁
獲
さ
れ
た
地
元
の
魚
を
広
く

県
民
に
届
け
よ
う
と
の
趣
旨
を

説
明
し
た

。

　
県
漁
協
の
中
根
組
合
長
は

、

「
昨
年
度
に
引
き
続
き
全
面
的

に
本
運
動
の
趣
旨
に
賛
同
し

、

全
て
の
支
店

、
取
次
店
が
本
運

動
に
参
加
登
録
し
た

。
安
全
操

業
の
み
な
ら
ず

、
地
産
地
消
に
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県
は
５
日

、
知
事
定
例
会
見
で
養
殖
ブ
リ
の
端
境
期
解
消
に

向
け
た
人
工
種
苗
の
現
地
養
殖
試
験
を
行
う
と
発
表

。
水
温
が

高
い
県
漁
協
名
護
屋
支
店
管
内
の
生
産
者
の
協
力
を
募
る

。

写真２　インターンシップ受入れ（現場体験）

写真３　インターンシップ受入れ（座学）

　
ブ
リ
養
殖
は

、
通
常
２
～
３

月
に
産
卵
さ
れ
４
月
頃
に
採
捕

さ
れ
た
モ
ジ
ャ
コ
を
養
殖
し

、

主
に
２
年
目
の
秋
頃
か
ら
３
年

目
の
春
頃
ま
で
出
荷
す
る

。
し

か
し

、
４
～
６
月
は
３
年
目
の

ブ
リ
は
産
卵
の
た
め
身
質
が
不

安
定

、
２
年
目
の
ブ
リ
は
出
荷

サ
イ
ズ
に
達
せ
ず
品
質
の
良
い

商
品
の
端
境
期
と
な
る

。
こ
の

た
め

、
既
に
人
工
種
苗
を
導
入

し
端
境
期
に
も
品
質
を
保

っ
て

い
る
他
県
産
に

、
売
り
場
を
奪

わ
れ
る
課
題
が
あ

っ
た

。

　
本
県
も
市
場
競
争
を
勝
ち
抜

く
た
め

、
人
工
種
苗
を
活
用

、

出
荷
端
境
期
に
高
品
質
な
ブ
リ

を
生
産
す
る
取
組
を
始
め
た

。

県
水
産
研
究
部
は

、
国
の
協
力

の
も
と

、
通
常
の
産
卵
時
期
か

ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
人
工
的
に
ず

ら
し
た
８
月
に
種
苗
生
産
を
実

施
し

、
今
月
中
旬
に
約
７
㎝
の

人
工
種
苗
約
１
万
尾
の
生
産
に

成
功
し
た

。
今
後

、
協
力
生
産

者
と
と
も
に

、
令
和
５
年
の
春

ま
で
成
長

、
歩
留

、
産
卵
の
影

響
を
調
べ

、
県
産
養
殖
ブ
リ
の

端
境
期
解
消
に
取
り
組
む

。

８月
 人工採卵

稚魚育成

3 4 5 6 7 8 9 10

　
広
瀬
知
事
は

「
良
い
パ
ー
ト

ナ
ー
を
得
て
喜
ん
で
い
る

。
全

国
一
の
養
ヒ
ラ
メ
も
あ
る
の
で

今
後
と
も
大
分
の
魚
を
よ
ろ
し

く

」
と
期
待
を
示
し
た

。

　
交
付
式
に
は

、
流
通
を
支
え

る
㈱
マ
ル
イ
チ
産
商
の
二
ノ
宮

潤
取
締
役
執
行
役
員

、
㈱
三
共

物
商
の
向
山
裕
和
代
表
取
締
役

（
県
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

）
と
生
産
者
代
表
の

中
根
隆
文
県
漁
協
組
合
長
も
同

席
し
た

。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
量
販
店

に
は

、
関
東
圏
で
県
産
水
産
物

を
通
年
販
売
し

、
大
分
フ

ェ
ア

等
の
開
催
に
も
協
力
的
な
企
業

を
認
定

。
昨
年
９
月
に
は
㈱
ベ

ル
ク

（
鶴

ヶ
島
市

、
原
島
一
誠

社
長

、
関
東
全
域
１
２
３
店
舗

）
を
認
定
し
て
い
る

。

端境期

　
令
和
元
年
度
は
２
２
件

、
２

７
６
名

、
令
和
２
年
度
は
１
４

件

、
１
４
５
名
の
漁
業
関
係
や

学
校
関
係
な
ど

、
県
内
外
を
問

わ
ず
様
々
な
方
々
に
来
所
い
た

だ
き
ま
し
た

。
こ
の
他

、
加
工

品
開
発
指
導
も
行

っ
て
お
り

、

豊
前
海
の
漁
業
者
さ
ん
が
鱧
な

ど
を
持
ち
込
み
研
究
員
と
と
も

に
す
り
身
加
工
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す

（
写
真
１

）
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

、
こ
の

と
こ
ろ
の
受
入
れ
件
数
は
減
少

し
て
い
ま
す
が

、
直
近
で
は

、

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
学
生
さ

ん
を
受
入
れ

、
赤
潮
調
査
の
現

場
体
験

（
写
真
２

）
や
種
苗
生

産
の
現
場
見
学

、
資
源
に
関
す

る
座
学

（
写
真
３

）
な
ど
を
通

し
て

、
水
産
研
究
の
魅
力
に
触

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

社
長

。
昨
年
度
は
３
３
０
ト
ン

（
内
か
ぼ
す
ブ
リ
１
６
ト
ン

）

を
販
売
し
た

。

よ

11 12養殖月 5 62 3 4 1 2

(前列左から) 中根組合長、広瀬知事、ウオロクＨＤ
 本田社長、高橋生鮮課長兼鮮魚チーフバイヤー

４～５月
 モジャコ採捕

3 4 5 6710 11 12 1 2 17 8 9 4

前倒出荷（小型）
２～３月
 自然産卵

　
今
後
も
積
極
的
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

ま
た
事
前
に
相
談
い
た
だ
け
れ

ば

、
可
能
な
限
り
希
望
に
添

っ

た
内
容
の
研
修
や
視
察
等
が
出

来
る
よ
う
対
応
し
ま
す
の
で

、

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

　
県
は

「
お
お
い
た
の
魚
パ
ー

ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
量
販
店

」
に
㈱

ウ
オ
ロ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

を
認
定

、
広
瀬
勝
貞
知
事
は
１

２
日

、
県
庁
で
本
田
伸
一
社
長

に
認
定
証
を
交
付
し
た

。

　
ウ
オ
ロ
ク
は
新
潟
県
内
で
４

１
店
舗
を
展
開
す
る
大
手
量
販

店

。
令
和
２
年
の
売
上
は
８
１

７
億
円
に
上
る

。

「
魚
六

」
の

語
源
と
な

っ
た
江
戸
時
代
の
鮮

魚
商
を
ル
ー
ツ
に
持
つ

。

 

「
新
潟
は
天
然
ブ
リ
の
食
文

化
圏
だ
が
旬
の
時
期
が
限
ら
れ

る

。
匹
敵
す
る
魚
と
し
て
バ
イ

ヤ
ー
が
見
い
だ
し
た
の
が
味
の

良
い
大
分
の
養
ブ
リ

」
と
本
田

研 だ

6

視察・研修の受け入れ

　
水
産
研
究
部
で
は

開
か
れ
た
試
験
研
究

機
関
を
目
指
し

、
随

時

、
視
察
や
研
修
な

ど
の
受
け
入
れ
を
行

な

っ
て
い
ま
す

。

水

写真１　加工品開発指導（ハモすり身加工）

（3）

従来型
の養殖

今回の
取組

養殖期間

養殖期間 安定出荷

211 12

安定出荷

8 9 103

後倒出荷(産卵期＝身質不安定)

り

5

パ
ー
ト
ナ
ー
量
販
店
に
ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ

県
産
魚
、
新
潟
へ
拡
販

大
分
県

養
殖
ブ
リ
の
端
境
期
を
解
消
へ
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少
し
前
の
こ
と

。
大
在
大
分

港
線
を
走
行
中

、
小
型
犬
が
車

道
の
真
ん
中
を
走

っ
て
い
た

。

車
は
減
速
し
て
追
い
越
す
が

、

交
通
量
の
多
い
日
本
製
鉄
正
門

前
の
こ
と

。
轢
か
れ
る
の
は
時

間
の
問
題
と
心
配
に
な
り

、
車

を
寄
せ
て
徒
歩
で
追
跡
し
救
助

し
た

。
吠
え
も
暴
れ
も
せ
ず

、

う
る
う
る
し
た
目
で
抱
か
れ

、

な
か
な
か
に
か
わ
い
い

。
高
城

交
番
に
連
れ
て
行

っ
て
手
続
き

を
す
ま
せ
帰
宅
す
る
と

、
す
ぐ

に
飼
い
主
が
解

っ
た
と
の
こ
と

で
一
件
落
着

。
調
べ
る
と
ヨ
ー

ク
シ
ャ
テ
リ
ア
と
い
う
種
類
で

血
統
書
付
き
は
結
構
良
い
値
段

だ

。
猫
好
き
の
私
が

、
次
は
犬

を
飼
お
う
か
と
思

っ
た
初
秋
の

出
来
事
で
あ

っ
た

。

　
全
国
的
に
コ
ロ
ナ

感
染
者
が
減
少
し

、

イ
ベ
ン
ト
や
出
張
が

戻

っ
て
き
た

。
紙
面

も
賑
わ
い
そ
う
だ

。

研
修
会
・
第
７
回
理
事
会
等
を
開
催

（4）

編
集
後
記

辞 令 交 付

(左から) 島崎経済事業部次長兼購買課長、高橋経済事業部長兼
中津支店長、中根組合長、匹田臼杵支店長、神崎保戸島支店長

　令和３年度の下半期を迎えた１日、県
漁協本店の組合長室において、４名の
幹部職員に辞令が交付された。皆さん
の益々のご活躍を祈念します。

カンパチの竜田揚げ給食

浦
に
事
業
場
が
あ
り

、
大
分
の

自
宅
か
ら
は
自
家
用
車
で
６
５

㎞
と
４
５
㎞
と
遠
い

。
折
し
も

Ｗ
Ｔ
Ｉ

先
物
が
１
０
０
ド
ル
に

迫
り
通
勤
費
は
真

っ
赤
な
大
赤

字
だ

っ
た

。
そ
れ
は
と
も
か
く

肉
体
労
働
が
多
か

っ
た
こ
の
時

期
の
食
欲
を
満
た
し
て
く
れ
た

の
が
和
食
工
房

「
東

」
＠
国
東

の
ウ
オ
メ
シ
だ

。
写
真
は
海
鮮

丼
９
２
０
円

。
味
付
け
が
し

っ

か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
疲
れ

た
身
体
に
嬉
し
く

、
日
替
わ
り

を
中
心
に
様
々
な
メ
ニ

ュ
ー
に

お
世
話
に
な

っ
た

。

　
県
に
在
籍
中

、
２
年
間
漁
業

公
社
に
出
向
し
た

。
国
東
と
上

行
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

」
説

明
し
た

。
預
金
額
が
２
０
０
億

円
を
越
え
る
Ｊ
Ｆ
は
会
計
監
査

人
に
よ
る
監
査
が
必
要
と
な
る

こ
と
を
前
提
に

、
土
地
等
の
固

定
資
産
の
評
価
や
債
権
管
理
の

区
分
が
厳
し
く
見
直
さ
れ
る
こ

と

。
こ
の
結
果

、
減
損
処
理
や

貸
倒
引
当
が
必
要
と
な
る
と
説

明

。
固
定
資
産
の
減
損
会
計
の

考
え
方
が
示
さ
れ
た

。

　
次
い
で
第
７
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ

、
第
１
号
議
案

「
組
合

員
の
異
動
に
つ
い
て

」
、
第
２

号
議
案

「
㈱
佐
伯
魚
市
場
に
係

る
融
資
に
つ
い
て

」
、
及
び
第

３
号
議
案

「
総
会
の
部
会
の
開

催
に
つ
い
て

」
が
提
案
さ
れ
承

認
さ
れ
た

。

（
な
お

、
佐
伯
魚

市
へ
の
融
資
は
組
合
長
決
裁
で

実
行
す
る
こ
と
に
決
し
た

。

）

ま
た

、
協
議
・
報
告
事
項
と
し

て

「
余
裕
金
の
運
用
状
況

」
が

報
告

、
了
承
さ
れ
た

。

10月１日付け

　
別
府
市
立
石
垣

小
６
年
生
の
皆
さ

ん
か
ら
礼
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た

。

　
２
６
日

、
購
買
及
び
販
売
委

員
会

、
役
員
研
修
会
並
び
に
第

７
回
理
事
会
を
開
催
し
た

。

　
購
買
委
員
会
で
は
近
乗
理
事

を
委
員
長
に
選
任
し
た

。

　
販
売
委
員
会
で
は

、
Ｇ
Ｆ
Ｐ

産
地
加
工
施
設
の
整
備
に
向
け

た
作
業
チ
ー
ム
の
検
討
結
果
と

今
後
の
日
程
を
報
告
し

、
随
意

契
約
に
よ
り
基
本
設
計
を
進
め

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た

。

　
 
 
 
 
 
 
 

役
員
研
修

　
　
　
　
　
　
　
会
は

、
前
回

　
　
　
　
　
　
　
に
続
き
当
面

　
　
　
　
　
　
　
す
る
重
大
な

　
　
　
　
　
　
　
課
題
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
て
理
解
を
深

　
　
　
　
　
　
　
め
る
目
的
で

　
　
　
　
　
　
　
開
催

。
全
漁

　
　
　
　
　
　
　
連
全
国
監
査

　
　
　
　
　
　
　
機
構
の
加
古

　
　
　
　
　
　
　
川
部
長
ら
が

　
　
　
　
　
　
　

「
公
認
会
計

　
　
　
　
　
　
　
士
監
査
の
移

　

「
県
産
魚
の
日

」
・
・
１
０
月
は
第
４
金
曜

日
の
２
２
日
＋
翌
２
３
日
に

「
佐
伯
の
さ
か
な

特
選
鮮
魚

」
祭
り
を
を
開
催

。
養
マ
グ
ロ

、
養

ブ
リ

、
養
ヒ
ラ
メ
か
ら
天
然
物
で
は
イ
ト
ヨ
リ

イ
サ
キ

、
チ
ダ
イ

、
ク
ロ
ダ
イ

、
ア
マ
ダ
イ
な

ど

、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
佐
伯
の
鮮
魚
や

寿
司

、
惣
菜
を
販
売
し
た

。

　
ブ
リ

、
ヒ
ラ
メ

、
マ
ダ
イ
の
３
種
盛
を
試
食

し
て
刺
身
を
買
い
求
め
る
方
が
多
く

、
空
く
じ

な
し
の
抽
選
会
も
好
評
だ

っ
た

。

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ

学校給食に感謝の声

全漁連全国監査機構の皆さん


